
氏名 新宮 一成

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・臨床心理学（前期）

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

社会学部長

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】
精神科医師（専門医）ならびに臨床心理士・公認心理師としての精神科診療とメンタルヘルス活動
精神病理学会、精神医学史学会、芸術療法学会、描画テスト・描画療法学会の理事

京都大学医学部卒

京都大学医学博士

精神神経学、精神病理学、精神療法学、精神分析学、精神医学史、病跡学

最終学歴

　【研究上の特記事項】
・科学研究費（挑戦的研究）「世界の人々のアイデンティティとしての「自省利他」の研究－社会実
装を視野に入れて」研究代表者：中谷英明、研究分担者：新宮一成

・臨床心理学演習Ⅰ（二）
・臨床心理学演習Ⅱ（二）
・臨床心理学演習Ⅲ（二）
・臨床心理学演習Ⅳ（二）
・カウンセリング実習Ⅱ

・臨床心理学特殊講義（二）
・臨床心理学特殊講義（三）
・心理学的支援法Ⅱ（精神分析学）
・精神の疾患とその治療（精神医学）

令　和　元　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本精神神経学会、日本精神病理学会、日本精神医学史学会、日本精神分析学会、
日本芸術療法学会、日本描画テスト・描画療法学会、日本文芸家協会　他

神経症と精神病における病理体験の臨床的解明とその精神療法、ならびに人間主体の無意識へ
の構造論的接近

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・臨床心理学演習Ⅰ
・臨床心理学演習Ⅱ
・精神医学特論
・心身医学特論
・心理教育特論

授業科目

学部担当科目
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神経症概念は、当初から発達論的な視
点を含んでいたという点で、昨今一般
化してきている神経発達症の概念に先
行していたばかりでなく、精神病に対比
される了解可能な精神障害のモデルを
提供していたという点で、現代の精神医
学臨床において受け継がれるべき多く
の知見を含むものである。

フロイトによる死の欲動論は、ショーペ
ンハウアーを介して仏教的な死の概念
に影響されていた。また彼は晩年には
その概念を日本人から直接聴いて共鳴
した。そこから振り返ると、彼のエディプ
スコンプレクス論には、すでにこれらの
共鳴の萌芽があったことが知られる。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

上記「学術論文」欄にある要旨と同じ。

①神経症概念の遺産をわれわ
れはどう受け継ぐか―精神病と
の対比、心的外傷の身分、不安
の問題―

②エディプスの無常―仏教思
想の感受者としてのフロイト―

②

お経や詩に底流する音楽性をヒントに、
音楽の基底は、存在の音を「聴いてもら
う」という体験にあることを論じた。

（学会発表）

①音楽、ひとかたまりの音（エッ
セイ）

（その他）

②

②

①エディプスの無常―仏教思
想の感受者としてのフロイト―

③

④


